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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】セルラ通信ネットワークにおいて、基地局の位
置を判定する。
【解決手段】第１の基地局（例えば、ホーム基地局）は
、第１の基地局及び第２の基地局の無線有効範囲内の少
なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての位置情報
に基づいて、自局の位置を判定する。第１の基地局は、
少なくとも１つのＵＥについての少なくとも１つの位置
要求を第２の基地局へ送り、少なくとも１つのＵＥにつ
いての位置情報を第２の基地局から受け取り、位置情報
に基づいて自局についての位置推定値を判定する。他の
設計では、第２の基地局は、第１の基地局についての位
置要求を受け取り、少なくとも１つのＵＥについての位
置情報を取得し、位置情報に基づいて第１の基地局につ
いての位置推定値を判定し、位置推定値を第１の基地局
へ送る。
【選択図】図３Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基
地局から第２の基地局へ送ることであって、前記少なくとも１つのＵＥは、前記第１及び
第２の基地局の双方の無線有効範囲内にあることと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記第２の基地局から受け取ることと
、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づいて前記第１の基地局につい
ての位置推定値を判定することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
とと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基地
局についての前記位置推定値を取得することと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
とと、
　前記複数のＲＴＴ測定値及び前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのＵＥは複数のＵＥを備え、前記位置情報は前記複数のＵＥについ
ての複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置推定値は、前記複数
のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのＵＥは単一のＵＥを備え、前記位置情報は、前記単一のＵＥにつ
いて異なる時間に取得された複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記
位置推定値は、前記単一のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備
え、前記第２の基地局は前記フェムトセルを包含するマクロセルのために無線有効範囲を
提供する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのＵＥは、前記第１の基地局へのアクセスを許可されていないＵＥ
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　無線通信装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサを備え、前記プロセッサは、少なくとも１つのユーザ機器
（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基地局から第２の基地局へ送るよ
うに構成され、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効
範囲内にあり、前記プロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記
第２の基地局から受け取り、前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき
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前記第１の基地局についての位置推定値を判定するように構成される、装置。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置
推定値を前記位置情報から取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置
推定値を平均し、前記第１の基地局についての前記位置推定値を取得するように構成され
る、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復
時間（ＲＴＴ）測定値を取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値
を前記位置情報から取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定
値及び前記複数の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定
するように構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する装置であって、
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基
地局から第２の基地局へ送る手段であって、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第
２の基地局の双方の無線有効範囲内にある、手段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記第２の基地局から受け取る手段と
、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき前記第１の基地局について
の位置推定値を判定する手段と
　を備える装置。
【請求項１２】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段は、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する手
段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基地
局についての前記位置推定値を取得する手段と
を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段は、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得する手段
と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する手
段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段と
を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　コンピュータ・プログラムプロダクトであって、
　コンピュータ読み取り可能媒体を備え、前記コンピュータ読み取り可能媒体は、
　少なくとも１つのコンピュータに、少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少
なくとも１つの位置要求を第１の基地局から第２の基地局へ送ることを実行させるコード
であって、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲
内にある、コードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報
を前記第２の基地局から受け取ることを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置
情報に基づき前記第１の基地局についての位置推定値を判定することを実行させるコード
と
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　を備えるコンピュータ・プログラムプロダクト。
【請求項１５】
　前記コンピュータ読み取り可能媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位
置推定値を前記位置情報から取得することを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数
の位置推定値を平均し、前記第１の基地局についての前記位置推定値を取得することを実
行させるコードと
　を更に備える、請求項１４に記載のコンピュータ・プログラムプロダクト。
【請求項１６】
　前記コンピュータ読み取り可能媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往
復時間（ＲＴＴ）測定値を取得することを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位
置推定値を前記位置情報から取得することを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数
のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置
推定値を判定することを実行させるコードと
　を更に備える、請求項１４に記載のコンピュータ・プログラムプロダクト。
【請求項１７】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を受け取る
ことであって、前記少なくとも１つの位置要求は第１の基地局から第２の基地局へ送られ
、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内にある
ことと、
　前記少なくとも１つの位置要求に応答して前記少なくとも１つのＵＥについての位置情
報を取得することと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報を前記第２の基地局から前記第１の
基地局へ送ることであって、前記位置情報は、前記第１の基地局についての位置推定値を
判定するため前記第１の基地局によって使用されることと
　を備える方法。
【請求項１８】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局へ送ることと、
　前記第１の基地局についての位置推定値を前記第２の基地局から受け取ることであって
、前記位置推定値は、前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１
つのユーザ機器（ＵＥ）について取得された位置情報に基づいて判定されることと
　を備える方法。
【請求項１９】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取ることと、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得することと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定することと、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ることと
　を備える方法。
【請求項２０】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得すること
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と、
前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基地局
についての前記位置推定値を取得することと
を備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
とと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することと
を備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を取得することは、
　少なくとも１つのＲＴＴ要求を前記第１の基地局へ送ることと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を前記第１の基地局から
受け取ることと
を備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を取得することは、前記
複数のＲＴＴ測定値を前記少なくとも１つのＵＥから受け取ることを備える、請求項２１
に記載の方法。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのＵＥのリストを前記第１の基地局から受け取ることを更に備える
、請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのＵＥから受け取られた測定値レポートに基づいて前記少なくとも
１つのＵＥを特定すること
を更に備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのＵＥは複数のＵＥを備え、前記位置情報は前記複数のＵＥについ
ての複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置推定値は、前記複数
のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、請求項１９に記載の方法。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのＵＥは単一のＵＥを備え、前記位置情報は、単一のＵＥについて
異なる時間に取得された複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置
推定値は、前記単一のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、請求項
１９に記載の方法。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報を取得すること及び前記第１の基地
局についての前記位置推定値を判定することは、前記第１の基地局についての前記位置要
求を受け取ることの前に実行され、前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ることは、前
記位置要求の受け取りに応答して実行される、請求項１９に記載の方法。
【請求項２９】
　前記第１の基地局を備える複数の基地局についての位置推定値のデータベースを保持す
ることと、
　前記複数の基地局の無線有効範囲内のＵＥについての位置推定値が利用可能になったと
き、前記複数の基地局についての前記位置推定値を更新することと
を更に備える、請求項１９に記載の方法。
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【請求項３０】
　前記第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備
え、前記第２の基地局は、前記フェムトセルを包含するマクロセルのために無線有効範囲
を提供する、請求項１９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つのＵＥは、前記第１の基地局へのアクセスを許可されていないＵＥ
を備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項３２】
　無線通信装置であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取り、前記第１及び第２の基地
局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての位置情報を
取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき前記第１の基地局に
ついての位置推定値を判定し、前記位置推定値を前記第１の基地局へ送るように構成され
る少なくとも１つのプロセッサを備える、装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置
推定値を前記位置情報から取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置
推定値を平均し、前記第１の基地局についての前記位置推定値を取得するように構成され
る、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復
時間（ＲＴＴ）測定値を取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値
を前記位置情報から取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定
値及び前記複数の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定
するように構成される、請求項３２に記載の装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、少なくとも１つのＲＴＴ要求を前記第１の基地局
へ送り、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を前記第１の基地
局から受け取るように構成される、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）についての位置要求を前記ＵＥで受け取ることであって、前記ＵＥ
は第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内にあることと、
　前記第２の基地局を用いて測位を実行して前記ＵＥについての位置推定値を取得するこ
とであって、前記ＵＥについての前記位置推定値は、前記第１の基地局についての位置推
定値を判定するために使用されることと
　を備える方法。
【請求項３７】
　前記ＵＥについての前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ること
を更に備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記第１の基地局とシグナリングを交換して往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
、及び前記第１の基地局についての前記位置推定値は更に前記ＲＴＴ測定値に基づいて判
定されること
を更に備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項３９】
　前記ＵＥについての第２の位置要求を後続の時間に受け取ることと、
　前記第２の位置要求に応答して前記第２の基地局を用いる測位を実行し、前記ＵＥにつ
いての第２の位置推定値を取得し、前記ＵＥについての前記第２の位置推定値は、前記第
１の基地局についての前記位置推定値を判定するために使用されることと
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を更に備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項４０】
　前記第１の基地局を前記ＵＥによって検出可能であるとして特定する測定値レポートを
前記第２の基地局へ送ること
を更に備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項４１】
　無線通信装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）についての位置要求を前記ＵＥで受け取り、前記ＵＥは第１及び第
２の基地局の双方の無線有効範囲内にあり、前記第２の基地局を用いる測位を実行して前
記ＵＥについての位置推定値を取得し、前記ＵＥについての前記位置推定値は、前記第１
の基地局についての位置推定値を判定するために使用されるように構成される少なくとも
１つのプロセッサを備える、装置。
【請求項４２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局とシグナリングを交換して往復
時間（ＲＴＴ）測定値を取得するように構成され、前記第１の基地局についての前記位置
推定値は更に前記ＲＴＴ測定値に基づいて判定される、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局を前記ＵＥによって検出可能で
あるとして特定する測定値レポートを前記第２の基地局へ送るように構成される、請求項
４１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
３５Ｕ.Ｓ.Ｃ.§１１９に基づく優先権主張
　本願は、２００７年６月２１日に出願され、本願の譲受人に譲渡された、発明の名称が
「ホーム・アクセスポイントの位置を判定する方法及び装置（METHOD AND APPARATUS FOR
 DETERMINING POSITION OF HOME ACCESS POINTS）」である米国仮特許出願第６０／９４
５,４９８号への優先権を主張する。この仮出願は、参照により本明細書に組み入れられ
る。
【０００２】
　本開示は、一般的には通信に関し、更に具体的には、セルラ通信ネットワークにおける
測位を実行する手法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　セルラ通信ネットワークにおいて、ユーザ機器（ＵＥ）の位置を知ることは、多くの場
合望ましく、時には必要である。「位置（position）」及び「場所（location）」の用語
は同じ意味であり、本明細書では互換的に使用される。例えば、ユーザはＵＥを使用して
ウェブサイトを閲覧し、場所に依存した（location sensitive）コンテンツをクリックす
る。その後、ＵＥの位置が判定され、適切なコンテンツをユーザへ提供するために使用さ
れる。他の例として、ユーザはＵＥを使用して緊急呼び出しを行う。その後、ＵＥの位置
が判定され、緊急支援をユーザへ送るために使用される。ＵＥ位置の知識が有用又は必要
な他の多くのシナリオが存在する。
【０００４】
　ＵＥの位置は、セルラネットワークにおける１つ又は複数の基地局についてのタイミン
グ測定値及び／又は既知の基地局の位置に基づいて推定される。幾つかの場合、基地局は
自局の位置を自律的に判定する能力を有さず、及び／又は基地局の位置は従来の手段（例
えば、測量）によって入手することができないこともある。そのような場合、基地局の位
置を判定することが望ましい。
【発明の概要】
【０００５】
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　セルラ通信ネットワークにおいて基地局の位置を判定する手法が、本明細書で説明され
る。一態様では、第１の基地局は、第１の基地局及び第２の基地局の無線有効範囲内の少
なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて、自局の位置を判定する。もしＵＥが
基地局からの信号を検出でき、及び／又は基地局がＵＥからの信号を検出できるならば、
ＵＥは基地局の無線有効範囲内にある。ＵＥは典型的には１つの基地局から通信サービス
を受け取る。もっとも、ＵＥは複数の基地局の無線有効範囲内にあってもよい。第１の基
地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局（ＢＳ）である。第
２の基地局は、フェムトセルよりも大きい（例えば、フェムトセルを包含する）マクロセ
ルのために無線有効範囲を提供する。
【０００６】
　一設計では、第１の基地局は、少なくとも１つのＵＥについての少なくとも１つの位置
要求を第２の基地局へ送る。第１の基地局は、各位置要求の中で１つ又は複数のＵＥを特
定し、又は少なくとも１つのＵＥのリストを第２の基地局へ送る。第２の基地局は、少な
くとも１つのＵＥについての位置情報を取得し、位置情報を第１の基地局へ返す。第１の
基地局は、次いで位置情報に基づいて自分自身についての位置推定値を判定する。
【０００７】
　一設計では、位置情報は、複数のＵＥについての複数の位置推定値を備え、又は単一の
移動ＵＥについて異なる時間に取得された複数の位置推定値を備える。第１の基地局は、
単一又は複数のＵＥについての複数の位置推定値を平均し、自分自身についての位置推定
値を取得する。他の設計では、第１の基地局は、少なくとも１つのＵＥについての複数の
往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得し、少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値
を位置情報から更に取得する。第１の基地局は、続いて、例えば、三辺測量を使用し、少
なくとも１つのＵＥについての複数のＲＴＴ測定値及び複数の位置推定値に基づいて、自
分自身についての位置推定値を判定する。
【０００８】
　他の態様において、第２の基地局は、第１の基地局についての位置推定値を判定する。
一設計では、第２の基地局は、第１の基地局についての位置要求を受け取り、少なくとも
１つのＵＥについての位置情報を取得する。第２の基地局は、続いて、例えば、平均又は
三辺測量を使用し、少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づき第１の基地局につ
いての位置推定値を判定する。第２の基地局は、続いてこの位置推定値を第１の基地局へ
送る。
【０００９】
　本明細書で説明される手法は、ホーム基地局の位置を判定するとき特に有利である。ホ
ーム基地局は、ネットワーク運用者が直接的に知ることなく移動されるかも知れない。ホ
ーム基地局の位置は、緊急呼び出しのシナリオで（例えば、法律執行法の通信支援要件を
満たすため）、及び更にＵＥが自分の測位能力を使用できない場合に（例えば、ＧＰＳが
屋内で良好に働かない場合に）、ＵＥについての位置推定値として使用される。
【００１０】
　開示の様々な態様及び特徴は、この後で更に詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、セルラ通信ネットワークを示す。
【図２Ａ】図２Ａは、ＵＥ位置をホーム基地局へ提供するメッセージフローを示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、ＵＥ位置をホーム基地局へ提供するメッセージフローを示す。
【図３Ａ】図３Ａは、母集団平均及び／又は時間平均に基づいてホーム基地局の位置を判
定するメッセージフローを示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、母集団平均及び／又は時間平均に基づいてホーム基地局の位置を判
定するメッセージフローを示す。
【図４Ａ】図４Ａは、ＲＴＴ測定値を用いる三辺測量に基づいてホーム基地局の位置を判
定するメッセージフローを示す。
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【図４Ｂ】図４Ｂは、ＲＴＴ測定値を用いる三辺測量に基づいてホーム基地局の位置を判
定するメッセージフローを示す。
【図５】図５は、セルラネットワークによってホーム基地局の位置を予備計算するための
メッセージフローを示す。
【図６】図６は、ホーム基地局によってホーム基地局の位置を判定するために、ホーム基
地局によって実行されるプロセスを示す。
【図７】図７は、ホーム基地局によってホーム基地局の位置を判定するために、第２の基
地局によって実行されるプロセスを示す。
【図８】図８は、第２の基地局によってホーム基地局の位置を判定するために、ホーム基
地局によって実行されるプロセスを示す。
【図９】図９は、第２の基地局によってホーム基地局の位置を判定するために、第２の基
地局によって実行されるプロセスを示す。
【図１０】図１０は、基地局が測位を行うのを支援するために、ＵＥによって実行される
プロセスを示す。
【図１１】図１１は、ＵＥ、ホーム基地局、第２の基地局、及びＭＭＥ／ＳＡＥゲートウ
ェイのブロック図を示す。
【詳細な説明】
【００１２】
　本明細書で説明される手法は、例えば、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワー
ク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、及び単一搬送波ＦＤＭＡ（Single-Carri
er FDMA（ＳＣ－ＦＤＭＡ））ネットワークなどの様々なセルラ通信ネットワークのため
に使用され得る。「ネットワーク」及び「システム」の用語は、多くの場合互換的に使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、例えば、ユニバーサル地上無線接続（Universal Terr
estrial Radio Access（ＵＴＲＡ））、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実現する。Ｕ
ＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）及び他のＣＤＭＡの変形を含む。ｃｄｍａ２０
００は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、及びＩＳ－８５６規格をカバーする。Ｔ
ＤＭＡネットワークは、例えば、グローバル移動体通信システム（Global System for Mo
bile Communications（ＧＳＭ（登録商標））、デジタル高度携帯電話システム（Digital
 Advanced Mobile Phone System（Ｄ－ＡＭＰＳ））などの無線技術を実現する。ＯＦＤ
ＭＡネットワークは、例えば、展開ＵＴＲＡ（Evolved UTRA（Ｅ－ＵＴＲＡ））、ウルト
ラモバイルブロードバンド（Ultra Mobile Broadband（ＵＭＢ））、ＩＥＥＥ８０２.１
１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２.１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２.２０、Ｆｌａ
ｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実現する。ＵＴＲＡ及びＥ－ＵＴＲＡはユ
ニバーサル移動体通信システム（Universal Mobile Telecommunication System（ＵＭＴ
Ｓ））の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（3GPP Long Term Evoluti
on（ＬＴＥ））は、ダウンリンクではＯＦＤＭＡを用い、アップリンクではＳＣ－ＦＤＭ
Ａを用いるＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最新のリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、及びＧＳＭ（登録商標）は、「第３世代パートナシッププロ
ジェクト」（3rd Generation Partnership Project (３ＧＰＰ)）という名称の機構から
の文書で説明されている。ｃｄｍａ２０００及びＵＭＢは、「第３世代提携プロジェクト
２」（3rd Generation Partnership Project 2(３ＧＰＰ２)）という名称の機構からの文
書で説明されている。明瞭にするため、これらの手法の或る態様が、ＬＴＥについて以下
で説明される。
【００１３】
　図１はセルラ通信ネットワーク１００を示す。セルラネットワーク１００はＬＴＥネッ
トワークであってもよい。セルラネットワーク１００は、３ＧＰＰによって説明される基
地局及び他のネットワークエンティティを含む。簡単にするため、２つの基地局１２０及
び１３０並びに１つの移動管理エンティティ／システムアーキテクチャエボリューション
（Mobility Management Entity/System Architecture Evolution（ＭＭＥ／ＳＡＥ））ゲ
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ートウェイ１４０のみが図１で示される。基地局はＵＥと通信する局であり、ノードＢ、
発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイントなどとも呼ばれる。基地局１３０は、例え
ば、半径１０キロメートル（Ｋｍ）までの比較的大きい地理的領域のために無線有効範囲
を提供する。基地局１３０の有効範囲領域は、複数（例えば、３つ）の小さい領域へ区分
される。３ＧＰＰにおいて、「マクロセル（macro-cell）」の用語は、この用語が使用さ
れる文脈に依存して、基地局１３０の最小有効範囲領域及び／又はこの有効範囲領域にサ
ービス提供する基地局サブシステムを意味し得る。３ＧＰＰ２において、「セクタ」の用
語は、基地局の最小有効範囲領域及び／又はこの有効範囲領域にサービス提供する基地局
サブシステムを意味し得る。明瞭にするため、セルの３ＧＰＰ概念が以下の説明で使用さ
れる。簡単にするため、図１は基地局１３０についての１つのマクロセルを示す。
【００１４】
　ホーム基地局（home base station）１２０は、例えば、家庭、小売店、商店などの比
較的小さい地理的領域ために無線有効範囲を提供する。ホーム基地局１２０は、ホーム・
アクセスポイント（ＨＡＰ）、ホームノードＢ、ホームｅＮＢなどとも呼ばれる。「フェ
ムトセル（femto-cell）」の用語は、ホーム基地局の有効範囲領域及び／又はこの有効範
囲領域にサービス提供するホーム基地局サブシステムを意味し得る。ホーム基地局１２０
は、制限されたアクセスを、ＵＥの特定のグループへ提供するように構成される。これら
のＵＥは、閉じられた加入者グループ（closed subscriber group（ＣＳＧ））に属する
。ホーム基地局１２０は、ネットワーク運用者がセルラネットワークの有効範囲を拡張し
、容量を増加し、及び／又は他の利点を取得することを可能にする。ホーム基地局１２０
はセルラネットワークの一部として考えられ、セルラネットワーク内の他のネットワーク
エンティティと通信する。ホーム基地局１２０の機能は、公開されている、「３Ｇホーム
ノードＢ研究項目技術レポート」（3G Home NodeB Study Item Technical Report）とい
う題名の３ＧＰＰ　ＴＲ２５.８２０で説明されている。
【００１５】
　基地局１２０及び１３０は、異なる有効範囲領域及び能力を有する２つの型の基地局で
ある。セルラネットワークは他の型の基地局を含んでもよい。例えば、基地局は中規模の
地理的領域のために無線有効範囲を提供してもよい。そのような基地局は、先進的ネット
ワーク計画なしに、例えば、災害エリア又は軍事ゾーンの中に配備され得る。「ピコセル
（pico-cell）」の用語は、そのような基地局の有効範囲領域及び／又はこの有効範囲領
域にサービス提供する基地局サブシステムを意味し得る。
【００１６】
　基地局１２０及び１３０は、Ｘ２インタフェース（図１には示されていない）を介して
相互に直接通信する。Ｘ２インタフェースは論理インタフェース又は物理インタフェース
である。また、基地局１２０及び１３０は、Ｓ１インタフェースを介してＭＭＥ／ＳＡＥ
ゲートウェイ１４０と通信する。また、基地局１２０及び１３０は、中継器として動作す
るＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ１４０を介して間接的に相互に通信する。ＭＭＥ／ＳＡＥ
ゲートウェイ１４０は、例えば、パケットデータ、ボイスオーバアイピー（ＶｏＩＰ）、
ビデオ、メッセージングなどのデータサービスをサポートする。ＭＭＥ／ＳＡＥゲートウ
ェイ１４０は、コアネットワーク及び／又は他のデータネットワーク（例えば、インター
ネット）へ接続し、これらのネットワークへ接続する他のエンティティ（例えば、遠隔サ
ーバ及び端末）と通信する。基地局１３０及びＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ１４０の機能
は、公開されている、「エボルブドユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）及び
エボルブドユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）；概要；ステ
ージ２（Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA) and Evolved Universa
l Terrestrial Radio Access Network(E-UTRAN); Overall description; Stage 2）」と
いう題名の３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３００で説明されている。
【００１７】
　ＵＥ１１０は、ダウンリンク及びアップリンクを介して基地局１２０及び／又は１３０
と通信する。ダウンリンク（又は順方向リンク）とは、基地局からＵＥへの通信リンクを
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意味し、アップリンク（又は逆方向リンク）とは、ＵＥから基地局への通信リンクを意味
する。ＵＥは固定型または移動型であり、移動局、端末、アクセス端末、加入者ユニット
、局などとも呼ばれる。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム、無線
通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレス電話など
である。
【００１８】
　ＵＥは、基地局１２０又は１３０と通信し、例えば、音声、ビデオ、パケットデータ、
ブロードキャスト、メッセージングなどの通信サービスを取得する。ＵＥはホーム基地局
１２０の無線有効範囲内にありながら、通信サービスについてホーム基地局にアクセスす
ることができないこともある。これの理由は、例えば、ホーム基地局はホームをカバーし
、ＵＥはこのホーム内のホーム基地局にアクセスすることを許可されていない場合がある
。ＵＥは、ホーム基地局にアクセスすることを許可されていなくても、ホーム基地局１２
０と下位レイヤシグナリングを交換する能力を有する（これは測位に有用である）。
【００１９】
　また、ＵＥは、１つ又は複数の衛星１５０から信号を受け取る。衛星１５０は、米国全
地球測位システム（ＧＰＳ）、欧州ガリレオシステム、ロシアＧＬＯＮＡＳＳシステム、
又は他の何らかの全地球ナビゲーション衛星システム（ＧＮＳＳ）の一部であってもよい
。ＵＥは、衛星１５０からの信号を測定し、疑似距離範囲測定値を取得する。ＵＥは、基
地局１２０及び／又は１３０からの信号も測定し、タイミング測定値を取得する。疑似距
離範囲測定値及び／又はタイミング測定値、並びに衛星１５０、ホーム基地局１２０、及
び／又は基地局１３０の既知の位置を使用して、ＵＥの位置推定値を導出する。位置推定
値は、場所推定値、位置固定値（position fix）などとも呼ばれる。位置推定値は、例え
ば、支援ＧＰＳ法（assisted GPS（Ａ－ＧＰＳ））、独立型ＧＰＳ法（standalone GPS）
、発展型順方向リンク三辺測量法（Advanced Forward Link Trilateration（Ａ－ＦＬＴ
））、強化型観測時間差法（Enhanced Observed Time Difference（Ｅ－ＯＴＤ））、到
着観測時間差法（Observed Time Difference Of Arrival（ＯＴＤＯＡ））、強化型セル
ＩＤ法（Enhanced Cell ID）、セルＩＤ法（Cell ID）などの測位方法の１つ又は組み合
わせを使用して導出される。
【００２０】
　基地局１３０は、典型的には、ネットワーク運用者によって決定された特定の場所に配
備された固定局である。これに対し、ホーム基地局１２０は、ネットワーク運用者が直接
的に知ることなく物理的に移動される。結果として、ホーム基地局１２０を介して経路指
定されたサービスから位置情報を直接取得することは困難であるか不可能である。これは
、例えば緊急呼び出しの際などの或る事態において問題となる。ホーム基地局１２０は、
ＧＰＳ受信機（又は他のＧＮＳＳ受信機）が設けられ、自局の位置を自律的に判定しても
よい。しかしながら、このＧＰＳ能力はホーム基地局１２０のコストを増加させ、望まし
くない。更に、ホーム基地局１２０は、典型的にはＧＰＳ有効範囲が利用できないか信頼
できない屋内に配備される。
【００２１】
　多くの場合、ホーム基地局１２０の無線有効範囲内にあるＵＥは、位置情報が、例えば
、近くの基地局を介して取得された場所サービス（ＬＣＳ）を介して入手可能である。そ
して、ホーム基地局１２０の位置は、ホーム基地局に可視のＵＥについての位置情報に基
づいて判定される。
【００２２】
　図２Ａは、ＵＥ１１０の位置をホーム基地局１２０へ提供するメッセージフロー２００
の設計を示す。ＵＥ１１０は、図１で示されるＵＥの任意の１つであり、図１における基
地局１２０及び１３０の双方の無線有効範囲内にある。ホーム基地局１２０は、位置要求
をＵＥ１１０へ送ってＵＥの位置を要求する（ステップａ）。ＵＥ１１０は、メッセージ
を基地局１３０へ送って測位手順をトリガする（ステップｂ）。この測位手順は、ＵＥ及
びセルラネットワークによってサポートされる如何なる測位手順であってもよい。その後
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、ＵＥ１１０及び基地局１３０（及び場合によって、他のネットワークエンティティ）は
、測位手順のためのメッセージを交換する（ステップｃ）。例えば、ＵＥ１１０はＡ－Ｇ
ＰＳ測位能力を有し、測位手順から支援データを取得する。次いでＵＥ１１０は、支援デ
ータを使用して衛星１５０の疑似距離範囲測定値を取得し、疑似距離範囲測定値及び衛星
の既知の位置に基づいて、自装置の位置を判定する。他の例として、ＵＥ１１０は、基地
局１３０及び場合によって他の基地局についてのタイミング測定値を取得する。次に、Ｕ
Ｅ１１０の位置が、タイミング測定値並びに基地局１３０及び場合によって他の基地局の
既知の位置に基づいて判定される。ＵＥ１１０の位置は、他のやり方で判定されてもよい
。いずれの場合においても、ＵＥ１１０についての位置推定値は、例えば、ＵＥによって
計算されるか基地局１３０により提供され、ＵＥで利用手可能となる（ステップｄ）。次
に、ＵＥ１１０は、ＵＥについての位置推定値を含む位置レポートをホーム基地局１２０
へ送る（ステップｅ）。
【００２３】
　図２Ｂは、基地局１３０によってＵＥ１１０の位置をホーム基地局１２０へ提供するメ
ッセージフロー２５０の設計を示す。ＵＥ１１０は、基地局１２０及び１３０の双方の無
線有効範囲内にある。ホーム基地局１２０は、位置要求をＵＥ１１０へ送ってＵＥの位置
を要求する（ステップａ）。次に、ＵＥ１１０は、メッセージを基地局１３０へ送って測
位手順をトリガし（ステップｂ）、測位手順のために基地局１３０とメッセージを交換す
る（ステップｃ）。ＵＥ１１０についての位置推定値は、例えば、基地局によって計算さ
れるかＵＥにより提供され、基地局１３０で利用可能となる（ステップｄ）。次に、基地
局１３０は、ＵＥについての位置推定値を含む位置レポートをホーム基地局１２０へ送る
（ステップｅ）。
【００２４】
　図２Ａ及び図２Ｂで示されるように、ＵＥ１１０は自装置の位置を判定してもよく、自
装置の位置をセルラネットワークに判定させてもよい。第１の場合、ＵＥ１１０は自装置
の位置推定値をホーム基地局１２０へ直接送る（例えば、図２Ａで示される）。第２の場
合、ＵＥについての位置推定値は、基地局１２０と基地局１３０との間のネットワークイ
ンタフェースを介して渡されるか（例えば、図２Ｂで示される）、又は基地局１３０から
ＵＥへ渡され、次いでＵＥからホーム基地局１２０へ渡される。
【００２５】
　図２Ａ及び図２Ｂは、位置要求がホーム基地局１２０からＵＥ１１０へ送られているも
のとして示している。位置要求は、ホーム基地局１２０から基地局１３０へ送られてもよ
く、次いで基地局１３０が、位置要求をＵＥ１１０へ転送するか、ＵＥとの測位手順をト
リガしてもよい。図２Ａ及び図２Ｂにおけるメッセージは、ＬＴＥによって定義されたメ
ッセージであってもよく、他の技術又は規格のメッセージであってもよい。ホーム基地局
１２０は、基地局１３０と直接通信してもよく（例えば、ＬＴＥにおけるＸ２インタフェ
ースを介して）、又は間接的に基地局１３０と通信してもよい（例えば、ＭＭＥ／ＳＡＥ
ゲートウェイ１４０を介して）。
【００２６】
　ホーム基地局１２０の位置は、ＵＥ１１０の位置に基づいて判定されてもよい。一設計
において、ホーム基地局１２０がＵＥ１１０と同じ場所にあると仮定し、ＵＥについての
位置推定値を、ホーム基地局についての位置推定値として使用してもよい。ホーム基地局
１２０についてのこの位置推定値の正確度は、ホーム基地局の有効範囲領域に依存する。
このホーム基地局位置推定値の適切度は、具体的な場所ベースの適用の要件に依存する。
例えば、ホーム基地局１２０の有効範囲領域は、直径が数十メートルのオーダであるかも
知れない。この場合、ホーム基地局位置推定値は、数十メートルのオーダの不確実性を有
する。この位置正確度は、位置情報を要求する幾つかのサービスには十分であるが（例え
ば、場所別に異なる広告又はローカルマッピングサービス）、他のサービスには不十分で
ある（例えば、家屋が密接に建ち並んだ環境での緊急呼び出し源を位置特定するサービス
）。ホーム基地局１２０の位置は、ＵＥ位置推定値が多いほど、これらのＵＥ位置推定値
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に基づいてより正確に推定される。
【００２７】
　図３Ａは、母集団平均に基づいてホーム基地局１２０の位置を一層正確に判定するメッ
セージフローの設計を示す。ＵＥ１１０ａ及び１１０ｂ（それぞれＵＥ１及びＵＥ２とも
呼ぶ）は、基地局１２０及び１３０の双方の無線有効範囲内にある。ＵＥ１１０ａ及び１
１０ｂは、基地局１３０と通信することができ、ホーム基地局１２０にアクセスできる場
合もアクセスできない場合もある。
【００２８】
　ホーム基地局１２０は、位置要求を基地局１３０へ送ってＵＥ１１０ａの位置を要求す
る（ステップａ）。次に基地局１３０は、メッセージをＵＥ１１０ａへ送って測位手順を
トリガし（ステップｂ）、測位手順のためにＵＥ１１０ａとメッセージを交換する（ステ
ップｃ）。基地局１３０は、ＵＥ１１０ａについての位置推定値を測位手順から取得し、
この位置推定値を含む位置レポートをホーム基地局１２０へ送る（ステップｄ）。同様に
、ホーム基地局１２０は、位置要求を基地局１３０へ送ってＵＥ１１０ｂの位置を要求す
る（ステップｅ）。次に基地局１３０は、メッセージをＵＥ１１０ｂへ送って測位手順を
トリガし（ステップｆ）、測位手順についてＵＥ１１０ｂとメッセージを交換する（ステ
ップｇ）。基地局１３０は、ＵＥ１１０ｂについての位置推定値を測位手順から取得し、
この位置推定値を含む位置レポートをホーム基地局１２０へ送る（ステップｈ）。
【００２９】
　一般的に、ホーム基地局１２０は、任意の数のＵＥについて任意の数の位置要求を送っ
て、これらのＵＥについての位置推定値を基地局１３０から取得する。次にホーム基地局
１２０は、例えば、ＵＥ位置推定値を平均することによって、全てのＵＥについての位置
推定値に基づき自局の位置を推定する（ステップｉ）。
【００３０】
　図３Ｂは、基地局１３０による母集団平均を用いてホーム基地局１２０の位置を判定す
るメッセージフロー３５０の設計を示す。ホーム基地局１２０は、位置要求を基地局１３
０へ送ってホーム基地局の位置を要求する（ステップａ）。基地局１３０は、メッセージ
をＵＥ１１０ａへ送って測位手順をトリガし（ステップｂ）、測位手順のためにＵＥ１１
０ａとメッセージを交換し（ステップｃ）、ＵＥ１１０ａについての位置推定値を測位手
順から取得する。基地局１３０は、更にメッセージをＵＥ１１０ｂへ送って測位手順をト
リガし（ステップｄ）、測位手順についてＵＥ１１０ｂとメッセージを交換し（ステップ
ｅ）、ＵＥ１１０ｂについての位置推定値を測位手順から取得する。
【００３１】
　一般的に、基地局１３０は、ホーム基地局１２０の無線有効範囲内の任意の数のＵＥに
ついて位置推定値を取得する。基地局１３０は、次いで、例えば、ＵＥ位置推定値を平均
しホーム基地局についての位置推定値を取得することによって、全てのＵＥについての位
置推定値に基づいてホーム基地局１２０の位置を推定する（ステップｆ）。基地局１３０
は、次いで、このホーム基地局位置推定値を含む位置レポートをホーム基地局へ送る（ス
テップｇ）。
【００３２】
　図３Ａの設計は、ホーム基地局ホスト型スキームとして考えられうる。この設計におい
て、ホーム基地局１２０は、利用可能なＵＥ位置推定値に基づいて自局の位置を判定する
役割を担う。ホーム基地局１２０は、更にＵＥ位置推定値を収集する役割を担う。ホーム
基地局１２０は、各ＵＥについて別々の位置要求を送ってもよく（図３Ａに示されるよう
に）、ＵＥの特定の集合について単一の位置要求を送ってもよく、又はホーム基地局の無
線有効範囲内の全ＵＥについて単一の位置要求を送ってもよい。
【００３３】
　図３Ｂの設計は、ネットワークホスト型のスキームとして考えられうる。この設計にお
いて、基地局１３０（及び／又は他の何らかのネットワークエンティティ）は、ホーム基
地局１２０の無線有効範囲内のＵＥについて位置推定値を収集し、ＵＥ位置推定値に基づ
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いてホーム基地局の位置を判定する役割を担う。基地局１３０は、ホーム基地局から受け
取られた情報及び／又はＵＥから受け取られた情報に基づいて、ホーム基地局１２０の無
線有効範囲内のＵＥを特定する。一設計において、図３Ｂのステップａでホーム基地局１
２０によって送られる位置要求は、ホーム基地局によって検出可能なＵＥのリストを含ん
でもよい。他の設計において、基地局１３０は、測定値レポート及び／又はこれらのＵＥ
から受け取られた他のシグナリングに基づいて、ホーム基地局１２０の無線有効範囲内の
ＵＥを特定する。図３Ｂの設計は、ホーム基地局１２０の実現及び動作を単純化する。具
体的には、図３Ｂで示されるように、ホーム基地局１２０は、自局の位置についての単一
の位置要求を基地局１３０へ送って、ホーム基地局１２０についての位置推定値を有する
単一の位置レポートを基地局１３０から受け取る。
【００３４】
　図３Ａ及び図３Ｂは、母集団平均を使用してホーム基地局１２０の位置を判定すること
を示す。ホーム基地局１２０の位置は、時間平均を使用して判定することもできる。この
場合、単一の移動ＵＥの位置は異なる時間に判定されてホーム基地局１２０へ提供され（
ホーム基地局ホスト型スキームの場合）、又は基地局１３０へ提供される（ネットワーク
ホスト型スキームの場合）。次に、ホーム基地局１２０の位置は、例えば、ＵＥ位置推定
値を平均することによって、この単一のＵＥについての全位置推定値に基づいて判定され
る。図３Ａのメッセージフロー３００及び図３Ｂのメッセージフロー３５０は、時間平均
について使用されてもよい。この場合、ＵＥ１及びＵＥ２は同一のＵＥに対応し、位置要
求は十分に離れた異なる時間に送られる。ホーム基地局１２０の位置は、母集団平均及び
時間平均の組み合わせを使用して判定されてもよい。ホーム基地局１２０の位置は、単一
のＵＥ位置推定値を用いて判定されてもよい。単一のＵＥ位置推定値は、図２Ｂで示され
るように、基地局１３０によって取得され、ホーム基地局へ提供される。一般的に、ホー
ム基地局１２０についての位置推定値を取得するために、如何なるの数のＵＥについての
如何なるの数の位置推定値が平均されてもよい。
【００３５】
　母集団及び／又は時間平均については、ホーム基地局位置推定値の正確度は、ホーム基
地局位置推定値を導出するために使用されるＵＥ位置推定値の分布に依存する。正確度は
、ＵＥ位置推定値の分布が、一様であるほど（例えば、ＵＥ及び／又はこれらの移動の分
布が、より一様であるために）改善され、平均に使用されるＵＥ位置推定値の数が大きい
ほど改善される。ＵＥ位置推定値は或る時間にわたって取得され、ホーム基地局位置推定
値は、新しいＵＥ位置推定値が利用可能になったとき更新される。ホーム基地局１２０の
有意な移動は、極めて稀であり、もしＵＥ位置推定値がホーム基地局の予期された有効範
囲領域の外にあれば、直ちに検出される。
【００３６】
　一般的に、ホーム基地局１２０の無線有効範囲内のＵＥは、ホーム基地局１２０の位置
を判定するために使用される。ホーム基地局１２０の位置を判定するために使用されるＵ
Ｅは、ホーム基地局へ実際にアクセスする必要はない。これらのＵＥは、ホーム基地局１
２０によって特定され（例えば、ＵＥから受け取られた信号に基づいて）、又はＵＥによ
って特定される（例えば、ホーム基地局から受け取られた信号に基づいて）。ホーム基地
局１２０の位置を判定するために使用され得るＵＥの数は、ホーム基地局にアクセスでき
るＵＥの数よりも大きくてもよい。
【００３７】
　図３Ａは、ホーム基地局１２０が、異なるＵＥについての位置要求を基地局１３０へ送
って、これらのＵＥについての位置推定値を基地局１３０から取得する設計を示す。図３
Ｂは、ホーム基地局１２０が自局の位置についての位置要求を基地局１３０へ送り、基地
局１３０がＵＥについての位置推定値を取得してホーム基地局の位置を判定する設計を示
す。他の設計において、ホーム基地局１２０は位置要求をＵＥへ直接送ってもよい。次に
、これらのＵＥの位置が判定され、基地局１２０又は１３０へ送られる。更に他の設計に
おいて、基地局１３０はメッセージをＵＥへ送って測位手順をトリガし（例えば、図３Ｂ
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で示されるように）、ＵＥは自装置の位置推定値をホーム基地局１２０へ直接送る。メッ
セージ及びＵＥ位置推定値は、様々なエンティティ間を他のやり方で送られてもよい。
【００３８】
　ホーム基地局１２０の位置は、三辺測量を使用し、１つ又は複数のＵＥについてのＲＴ
Ｔ測定値及びＵＥの既知の位置に基づいて判定されてもよい。ホーム基地局１２０とＵＥ
との間の往復時間が測定され、ＲＴＴ測定値はホーム基地局とＵＥとの間の距離へ変換さ
れる。ホーム基地局１２０の位置は、（ｉ）複数のＵＥについてのＲＴＴ測定値及びこれ
らのＵＥの既知の位置に基づいて判定され、又は（ｉｉ）既知の異なった位置における単
一の移動ＵＥについてのＲＴＴ測定値に基づいて判定される。
【００３９】
　図４Ａは、ＲＴＴ測定値を用いる三辺測量に基づいてホーム基地局１２０の位置を判定
するメッセージフロー４００の設計を示す。ホーム基地局１２０は、位置要求を基地局１
３０へ送ってＵＥ１１０ａの位置を要求する（ステップａ）。次いで、基地局１３０は、
メッセージをＵＥ１１０ａへ送って測位手順をトリガし（ステップｂ）、測位手順のため
にＵＥ１１０ａとメッセージを交換し（ステップｃ）、ＵＥ１１０ａについての位置推定
値を測位手順から取得し、この位置推定値を含む位置レポートをホーム基地局１２０へ送
る（ステップｄ）。ホーム基地局１２０もＵＥ１１０ａとシグナリングを交換し、ＵＥ１
１０ａについてのＲＴＴ測定値を取得する（ステップｅ）。ホーム基地局１２０は同様に
基地局１３０とメッセージを交換してＵＥ１１０ｂについての位置推定値を取得し（ステ
ップｆ及びｉ）、ＵＥ１１０ｂとシグナリングを交換してＵＥ１１０ｂについてのＲＴＴ
測定値を取得する（ステップｊ）。ホーム基地局１２０は、更に基地局１３０とメッセー
ジを交換してＵＥ１１０ｃについての位置推定値を取得し（ステップｋ及びｎ）、ＵＥ１
１０ｃとシグナリングを交換してＵＥ１１０ｃについてのＲＴＴ測定値を取得する（ステ
ップｏ）。
【００４０】
　ホーム基地局１２０は、３つのＵＥ１１０ａ、１１０ｂ、及び１１０ｃについての３つ
のＲＴＴ測定値を取得し、これらのＵＥについての位置推定値も取得する。次に、ホーム
基地局１２０は、三辺測量を使用し、ＲＴＴ測定値及びＵＥ位置推定値に基づいて自分の
位置を判定する（ステップｐ）。
【００４１】
　図４Ｂは、ＲＴＴ測定値を用いる三辺測量に基づき基地局１３０によってホーム基地局
１２０の位置を判定するメッセージフロー４５０の設計を示す。ホーム基地局１２０は、
自局の位置についての位置要求を基地局１３０へ送る（ステップａ）。次いで、基地局１
３０は、メッセージをＵＥ１１０ａへ送って測位手順をトリガし（ステップｂ）、測位手
順のためにＵＥ１１０ａとメッセージを交換し（ステップｃ）、ＵＥ１１０ａについての
位置推定値を測位手順から取得する。基地局１３０はＲＴＴ要求をホーム基地局１２０へ
送ってＵＥ１１０ａについてのＲＴＴ測定値を要求する（ステップｄ）。ホーム基地局１
２０は、ＵＥ１１０ａとシグナリングを交換してＵＥ１１０ａについてのＲＴＴ測定値を
取得し（ステップｅ）、ＲＴＴ測定値を含むＲＴＴレポートを基地局１３０へ送る（ステ
ップｆ）。基地局１３０は、同様にＵＥ１１０ｂとメッセージを交換してＵＥ１１０ｂに
ついての位置推定値を取得し（ステップｇ及びｈ）、ホーム基地局１２０とメッセージを
交換してＵＥ１１０ｂについてのＲＴＴ測定値を取得する（ステップｉ及びｋ）。基地局
１３０は、ＵＥ１１０ｃともメッセージを交換してＵＥ１１０ｃについての位置推定値を
取得し（ステップｌ及びｍ）、ホーム基地局１２０とメッセージを交換してＵＥ１１０ｃ
についてのＲＴＴ測定値を取得する（ステップｎ及びｐ）。
【００４２】
　基地局１３０は、３つのＵＥ１１０ａ、１１０ｂ、及び１１０ｃについての３つのＲＴ
Ｔ測定値を取得し、これらのＵＥについての位置推定値も取得する。次に、基地局１３０
は、三辺測量を使用して、ＲＴＴ測定値及びＵＥ位置推定値に基づきホーム基地局１２０
の位置を判定する（ステップｑ）。基地局１３０は、次いでホーム基地局についての位置
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推定値を含む位置レポートをホーム基地局へ送る（ステップｒ）。
【００４３】
　図４Ａ及び図４Ｂは、３つのＵＥ１１０ａ、１１０ｂ、及び１１０ｃについての３つの
ＲＴＴ測定値を使用する三辺測量を示す。三辺測量は、異なる位置における単一の移動Ｕ
ＥについてのＲＴＴ測定値に基づいて行ってもよい。一般的に、三辺測量は、１つ又は複
数のＵＥについての３つ以上のＲＴＴ測定値に基づいて実行される。各ＲＴＴ測定値は、
ＵＥ位置に関連づけられる。ＵＥ位置は、ＲＴＴ測定の前に判定されてもよく（図４Ａ及
び図４Ｂで示されるように）、ＲＴＴ測定の後、又はＲＴＴ測定と同時に判定されてもよ
い。ＲＴＴ測定及び関連づけられたＵＥ位置は、できるだけ接近した時間に取得されるべ
きである。
【００４４】
　三辺測量は、３つ以上のＲＴＴ測定値及び関連づけられたＵＥ位置推定値に基づいて実
行される。時間の経過と共に取得されたＲＴＴ測定値が多くなり、及び／又はより多くの
ＵＥＲＴＴ測定値が取得されると、ＲＴＴ測定値が平均され、ホーム基地局１２０につい
て取得される位置推定値は正確になる。ホーム基地局がＲＴＴ測定値の間で移動した場合
、時間にわたって平均すると、ホーム基地局１２０についての位置推定値が、検出できな
い誤差を生じやすい結果となる。検出できない誤差の尤度を低減するため、ホーム基地局
１２０の位置を判定するために使用されるＲＴＴ測定値は、相互に適度に接近した時間に
取得されるべきである。
【００４５】
　図４Ａは、ホーム基地局１２０が、異なるＵＥのための位置要求を基地局１３０へ送っ
て、これらのＵＥについての位置推定値を基地局１３０から取得する設計を示す。図４Ｂ
は、ホーム基地局１２０が、自局の位置についての位置要求を基地局１３０へ送って、異
なるＵＥについてのＲＴＴ要求を基地局１３０から受け取る設計を示す。
【００４６】
　他の設計において、基地局１３０はＲＴＴ要求をＵＥへ直接送って（図４Ｂで示される
ようにホーム基地局１２０ではなく）、ＲＴＴ測定値をＵＥから直接受け取ってもよい。
この設計は、ホーム基地局１２０へのアクセスを許可されていないＵＥが、ホーム基地局
についての位置推定値に寄与することを可能にする。これらのＵＥは、ホーム基地局から
サービスを実際に取得することなく、ホーム基地局１２０への往復時間を測定する。例え
ば、ＵＥは下位レイヤ（例えば、物理レイヤ）シグナリングをホーム基地局１２０へ送り
、ホーム基地局１２０は下位レイヤ応答を返す。次に、ＵＥは、ホーム基地局１２０から
のサービス又は上位レイヤ応答を呼び出すことなく、下位レイヤシグナリング及び下位レ
イヤ応答に基づいてＲＴＴ測定値を取得する。この設計は、ＲＴＴ要求が基地局１３０か
らＵＥへ直接送られ、ＲＴＴ測定値がＵＥから基地局１３０へ直接送られるため、ホーム
基地局１２０の複雑度を低減する。
【００４７】
　他の設計において、ホーム基地局１２０は、図４Ｂのステップａで基地局１３０へ送ら
れる位置要求の中で特定のＵＥについてのＲＴＴ測定値のリストを提供する。次に、基地
局１３０は、リスト内で特定されたＵＥの位置を判定する。このリストは、基地局１３０
がＲＴＴ要求をホーム基地局１２０又はＵＥへ送ってＲＴＴレポートをホーム基地局１２
０又はＵＥから受け取る必要性を回避する。メッセージ及びＲＴＴ測定値は、様々なエン
ティティ間を他のやり方で送られてもよい。
【００４８】
　全ての設計について、三辺測量によって計算されたホーム基地局位置推定値の正確度は
、ＵＥ位置がどの程度密接にＲＴＴ測定値と「一致（match）」するかに依存する。ホー
ム基地局位置推定値の改善正確度は、（ｉ）ＲＴＴ測定値とできるだけ時間的に近いＵＥ
位置を判定する、（ｉｉ）固定型又は低移動性であるＵＥについてのＲＴＴ測定値を使用
する、及び／又は（ｉｉｉ）ＵＥ速度を逆伝搬することによって移動ＵＥについてのＲＴ
Ｔ測定値を補償しＲＴＴ測定時間におけるＵＥ位置を推定する、ことによって取得される
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。
【００４９】
　これまで説明された設計において、ホーム基地局１２０の位置は、ホーム基地局又は他
の何らかのエンティティによって要求されたときに判定されてもよい。セルラネットワー
クはＵＥ位置の判定を支援し、ＵＥ位置はホーム基地局１２０の位置を判定するために使
用される。
【００５０】
　他の設計において、セルラネットワークは、ＵＥからの測定値レポートに基づいてホー
ム基地局位置のデータベースを自律的に保持してもよい。セルラネットワークの有効範囲
領域内のＵＥは、ＵＥがホーム基地局１２０の無線有効範囲内にあることをレポートする
。セルラネットワークは、セルラネットワーク及びＵＥによってサポートされる任意の測
位方法を使用して、この時間におけるＵＥ位置を判定する。セルラネットワークは、例え
ば、これまで説明された測位方法を使用し、ＵＥについての位置推定値を使用してホーム
基地局１２０の位置を判定する。セルラネットワークは、時間及び／又は母集団で平均す
るためにＵＥについての位置推定値を記憶する。ホーム基地局１２０が後で自局の位置を
要求した場合、セルラネットワークはホーム基地局１２０についての位置推定値を既に有
し、単にこの位置推定値をホーム基地局へ渡せばよい。
【００５１】
　図５は、セルラネットワークによってホーム基地局１２０の位置を自律的に予備計算す
るメッセージフロー５００の設計を示す。基地局１３０は、例えば、セルラネットワーク
内の通常動作の一部として測定値レポートをＵＥ１１０ａから受け取る（ステップａ）。
次に、基地局１３０は、メッセージをＵＥ１１０ａへ送って測位手順をトリガし（ステッ
プｂ）、測位手順のためにＵＥ１１０ａとメッセージを交換し（ステップｃ）、ＵＥ１１
０ａについての位置推定値を取得する。同様に、基地局１３０は測定値レポートをＵＥ１
１０ｂから受け取る（ステップｄ）。次に、基地局１３０は、メッセージをＵＥ１１０ｂ
へ送って測位手順をトリガし（ステップｅ）、測位手順のためにＵＥ１１０ｂとメッセー
ジを交換し（ステップｆ）、ＵＥ１１０ｂについての位置推定値を取得する。基地局１３
０は、ＵＥ１１０ａ及び１１０ｂについての位置推定値に基づいて、ホーム基地局１２０
についての位置推定値を導出する（ステップｇ）。基地局１３０は、より多くのＵＥ位置
推定値が利用可能になると、ホーム基地局１２０についての位置推定値を更新する。
【００５２】
　その後、ホーム基地局１２０は位置要求を基地局１３０へ送ってホーム基地局の位置を
要求する（ステップｈ）。基地局１３０は、ホーム基地局についての位置推定値を含む位
置レポートをホーム基地局へ送る（ステップｉ）。
【００５３】
　図５で示される設計において、ホーム基地局１２０の位置は、利用可能なＵＥ位置推定
値を平均することによって推定される。他の設計において、セルラネットワークは、ホー
ム基地局１２０から、又はホーム基地局の無線有効範囲内のＵＥから、ＲＴＴ測定値を要
求する。次に、ホーム基地局１２０の位置が、三辺測量を使用しＲＴＴ測定値に基づいて
判定される。ＲＴＴ測定値は、ホーム基地局１２０による関与なしにＵＥから取得される
。あるいは、ホーム基地局１２０はＲＴＴ測定値の入手を支援し、ＲＴＴサーバとして行
動する。
【００５４】
　セルラネットワークはホーム基地局位置のデータベースを保持してもよい。ホーム基地
局の位置は、一意の識別子によって特定されるか鍵を与えられてもよい。識別子は、ＰＬ
ＭＮと、ホーム基地局によってシグナリングされたセルアイデンティティ（ＩＤ）又は他
のＩＤ又はＩＤの組み合わせとの組み合わせによって定義される。データベース内のホー
ム基地局位置は、時間の経過と共により多くのより多くのＵＥ位置が利用可能になるため
、精確化される。ホーム基地局１２０の移動は、ほとんど即時に検出される。これは、ホ
ーム基地局１２０に関連づけられた全てのＵＥが、予期される位置と非常に異なる位置を
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突然レポートするからである。セルラネットワークは、ホーム基地局１２０の実質的な移
動が検出されたとき、様々な方法で応答する。セルラネットワークは、ホーム基地局１２
０についてのデータベースエントリを「おそらく移動した」としてフラグし、ホーム基地
局１２０の位置の判定を新しく開始する（例えば、平均プロセスを再度開始する）。セル
ラネットワークは、これまで説明されたメッセージフローの１つを使用して、ホーム基地
局１２０についての位置更新を開始してもよい。セルラネットワークは、どのホーム基地
局が移動する傾向を有するかを示す揮発性情報を保持してもよい。実際には、多くのホー
ム基地局の大部分が固定型であり、データベース内のホーム基地局位置は、ほとんどの時
間に有効である。ホーム基地局の位置が或るエンティティ（例えば、ホーム基地局１２０
又は外部クライアント）によって要求されたとき、セルラネットワークは、一般的に、要
求しているエンティティへ即時に引き渡すことのできる位置推定値を有することができる
。
【００５５】
　上述の設計において、ホーム基地局１２０の位置は、１つ又は複数のＵＥの位置に基づ
いて判定される。これらのＵＥ位置は、ＵＥ測位をサポートするセルラネットワーク内の
基地局／マクロセルとのＵＥ相互作用に基づいて判定される。ＵＥは単独測位能力（例え
ば、ＧＰＳ受信機）を有し、セルラネットワークとの相互作用なしに、自装置の位置を自
律的に判定することができる。ＵＥは、要求されたとき、自分の位置を基地局１２０及び
／又は１３０へレポートする。
【００５６】
　一般的に、ホーム基地局１２０の位置は、任意の測位方法を使用して推定されたＵＥ位
置に基づいて判定される。平均を実行するとき、より正確な測位方法（例えば、ＧＰＳ又
はＡ－ＧＰＳ）を用いて取得されたＵＥ位置、及び／又は、より近時に取得されたＵＥ位
置に対して、より多くの重みが与えられる。
【００５７】
　図６は、ネットワークエンティティの位置を判定するために、このネットワークエンテ
ィティによって実行されるプロセス６００の設計を示す。プロセス６００は、図３Ａ及び
図４Ａで示されるようなメッセージフローのためにホーム基地局１２０によって実行され
る。第１の基地局（例えば、ホーム基地局１２０）は、少なくとも１つのＵＥについての
少なくとも１つの位置要求を第２の基地局（例えば、基地局１３０）へ送る（ブロック６
１２）。第１及び第２の基地局はダイレクト・ネットワークインタフェース（例えば、Ｘ
２インタフェース）上で通信し、又は中間ノードを介して（例えば、中継器としてのＭＭ
Ｅ／ＳＡＥゲートウェイとのＳ１インタフェースを使用して）間接的に通信する。少なく
とも１つのＵＥは、第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内にある。第１の基地局
は、（例えば、図３Ａ及び図４Ａで示されるような）各位置要求内で１つ又は複数のＵＥ
を特定し、又は少なくとも１つのＵＥのリストを第２の基地局へ送る。第１の基地局は、
少なくとも１つのＵＥについての位置情報を第２の基地局から受け取る（ブロック６１４
）。次に、第１の基地局は、少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づき自局につ
いての位置推定値を判定する（ブロック６１６）。
【００５８】
　ブロック６１６の一設計において、第１の基地局は、少なくとも１つのＵＥについての
複数の位置推定値を位置情報から取得する。次に、第１の基地局は、少なくとも１つのＵ
Ｅについての複数の位置推定値を平均し、例えば、図３Ａで示されるように、自局ついて
の位置推定値を取得する。ブロック６１６の他の設計において、第１の基地局は、少なく
とも１つのＵＥについての複数のＲＴＴ測定値を取得し、少なくとも１つのＵＥについて
の複数の位置推定値を位置情報から更に取得する。次に、第１の基地局は、例えば、図４
Ａで示されるように、少なくとも１つのＵＥについての複数のＲＴＴ測定値及び複数の位
置推定値に基づいて、自局についての位置推定値を判定する。他の型のタイミング測定値
を（ＲＴＴ測定値の代わりに）、三辺測量で使用してもよい。
【００５９】
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　一設計において、第１の基地局は複数のＵＥについての複数の位置推定値を位置情報か
ら取得する。他の設計において、第１の基地局は、単一のＵＥについて異なる時間に取得
された複数の位置推定値を位置情報から取得する。双方の設計において、第１の基地局は
、単一又は複数のＵＥについての複数の位置推定値に基づいて、自局の位置推定値を判定
する。
【００６０】
　第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局であって
もよい。第２の基地局は、フェムトセルを包含するマクロセルのために無線有効範囲を提
供してもよい。第２の基地局は、フェムトセルとオーバラップするセルのために無線有効
範囲を提供する他のホーム基地局又は基地局であってもよい。少なくとも１つのＵＥの各
々は、第１の基地局へのアクセスを有しても有さなくてもよいが、第１の基地局について
の位置推定値を判定するために使用される。
【００６１】
　図７は、他のネットワークエンティティによる測位をサポートするために、或るネット
ワークエンティティによって実行されるプロセス７００の設計を示す。プロセス７００は
、図３Ａ及び図４Ａで示されるようなメッセージフローのために、基地局１３０によって
実行される。第２の基地局（例えば、基地局１３０）は、少なくとも１つのＵＥについて
の少なくとも１つの位置要求を第１の基地局（例えば、ホーム基地局１２０）から受け取
る（ブロック７１２）。少なくとも１つのＵＥは、第１及び第２の基地局の双方の無線有
効範囲内にある。第２の基地局は、少なくとも１つの位置要求に応答して、該少なくとも
１つのＵＥについての位置情報を取得する（ブロック７１４）。第２の基地局は、少なく
とも１つのＵＥについての位置情報を第１の基地局へ送る（ブロック７１６）。位置情報
は、第１の基地局についての位置推定値を判定するために使用される。
【００６２】
　図８は、他のネットワークエンティティから自装置の位置推定値を取得するため或る１
つのネットワークエンティティによって実行されるプロセス８００の設計を示す。プロセ
ス８００は、図３Ｂ及び図４Ｂで示されるようなメッセージフローのためにホーム基地局
１２０によって実行される。第１の基地局（例えば、ホーム基地局１２０）は、自局の位
置についての要求を第２の基地局（例えば、基地局１３０）へ送る（ブロック８１２）。
第１の基地局は、自局についての位置推定値を第２の基地局から受け取る（ブロック８１
４）。位置推定値は、第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つの
ＵＥについて取得された位置情報に基づいて判定される。
【００６３】
　図９は、他のネットワークエンティティの位置を判定するために、或るネットワークエ
ンティティによって実行されるプロセス９００の設計を示す。プロセス９００は、例えば
、図３Ｂ及び図４Ｂで示されるようなメッセージフローのために基地局１３０によって実
行される。第２の基地局（例えば、基地局１３０）は、第１の基地局についての位置要求
を受け取る（ブロック９１２）。第２の基地局は、第１及び第２の基地局の双方の無線有
効範囲内の少なくとも１つのＵＥについての位置要求を取得する（ブロック９１４）。第
２の基地局は、少なくとも１つのＵＥのリストを第１の基地局から受け取るか、少なくと
も１つのＵＥから受け取られた測定値レポートに基づいて少なくとも１つのＵＥを特定す
る。第２の基地局は、少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて、第１の基地
局についての位置情報を判定する（ブロック９１６）。次に、第２の基地局は、位置推定
値を第１の基地局へ送る（ブロック９１８）。
【００６４】
　一設計において、第２の基地局は、少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値
を位置情報から取得する。次に、第２の基地局は、少なくとも１つのＵＥについての複数
の位置推定値を平均し、例えば、図３Ｂで示されるように、第１の基地局についての位置
推定値を取得する。他の設計において、第２の基地局は、少なくとも１つのＵＥについて
の複数のＲＴＴ測定値を取得する。第２の基地局は、少なくとも１つのＲＴＴ要求を第１
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の基地局へ送って、例えば、図４Ｂで示されるように、少なくとも１つのＵＥについての
複数のＲＴＴ測定値を第１の基地局から受け取る。あるいは、第２の基地局は、複数のＲ
ＴＴ測定値を少なくとも１つのＵＥから直接受け取る。第２の基地局は、少なくとも１つ
のＵＥについての複数の位置推定値を位置情報から取得してもよい。次に、第２の基地局
は、例えば、図４Ｂで示されるように、少なくとも１つのＵＥについての複数のＲＴＴ測
定値及び複数の位置推定値に基づいて、第１の基地局についての位置推定値を判定する。
【００６５】
　一設計において、第２の基地局は、複数のＵＥについての複数の位置推定値を位置情報
から取得する。他の設計において、第２の基地局は、単一のＵＥについて異なる時間に取
得された複数の位置推定値を位置情報から取得する。双方の設計について、第２の基地局
は、単一又は複数のＵＥについての複数の位置推定値に基づいて、第１の基地局について
の位置推定値を判定する。
【００６６】
　図１０は、測位を用いるネットワークエンティティを支援するプロセス１０００の設計
を示す。プロセス１０００は、例えば、図２Ａ～図４Ｂで示されるようなメッセージフロ
ーのためにＵＥによって実行される。ＵＥは、第１及び第２の基地局の双方の無線有効範
囲内にあり、例えば、第１又は第２の基地局から、自装置の位置についての位置要求を受
け取る（ブロック１０１２）。ＵＥは様々なやり方で測位のために選択される。一設計に
おいて、ＵＥは第１の基地局を検出し、第１の基地局を特定する測定値レポートを第２の
基地局へ送る。他の設計において、第１の基地局はＵＥを検出し、ＵＥを第２の基地局に
対して特定する。
【００６７】
　ＵＥは、第２の基地局を用いて測位を実行し、自装置についての位置推定値を取得する
（ブロック１０１４）。ＵＥの位置推定値は、第１の基地局についての位置推定値を判定
するために使用される。ＵＥは自装置の位置推定値を第１又は第２の基地局へ送り、又は
位置推定値は測位から第１又は第２の基地局で利用可能である。ＵＥは第１の基地局とシ
グナリングを交換し、ＲＴＴ測定値を取得してもよい。次に、第１の基地局についての位
置推定値が、更にＲＴＴ測定値に基づいて判定される。
【００６８】
　その後、ＵＥは、自装置の位置についての第２の要求を受け取り、第２の基地局を用い
て測位を実行し、自装置についての第２の位置推定値を取得する。ＵＥについての第２の
位置推定値は、第１の基地局についての位置推定値を判定するために使用される。
【００６９】
　図１１は、図１のＵＥ１１０、第１の（例えば、ホーム）基地局１２０、第２の基地局
１３０、及びＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ１４０の設計のブロック図を示す。アップリン
クでは、ＵＥ１１０の符号器１１１２はアップリンク上で送られるトラフィックデータ及
びシグナリングを受け取り、トラフィックデータ及びシグナリングを処理する（例えば、
フォーマット、符号化、及びインタリーブする）。変調器（Ｍｏｄ）１１１４は、符号化
されたトラフィックデータ及びシグナリングを更に処理し（例えば、変調、チャネル化、
スクランブルし）、出力サンプルを提供する。送信機（ＴＭＴＲ）１１２２は、出力サン
プルを調整し（例えば、アナログ変換、フィルタ、増幅、及び周波数アップコンバートし
）、アップリンク信号を生成する。アップリンク信号は基地局１２０及び／又は１３０へ
送信される。
【００７０】
　ダウンリンクでは、ＵＥ１１０は基地局１２０及び／又は１３０によって送信されたダ
ウンリンク信号を受信する。受信機（ＲＣＶＲ）１１２６は、受信した信号を調整し（例
えば、フィルタ、増幅、周波数ダウンコンバート、及びデジタル化し）、入力サンプルを
提供する。復調器（Ｄｅｍｏｄ）１１１６は、入力サンプルを処理し（例えば、デスクラ
ンブル、チャネル化、及び復調し）、シンボル推定値を提供する。復号器１１１８は、シ
ンボル推定値を処理し（例えば、デインタリーブ及び復号し）、ＵＥ１１０へ送られた復
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号データ及びシグナリングを提供する。符号器１１１２、変調器１１１４、復調器１１１
６、及び復号器１１１８は、モデムプロセッサ１１１０によって実現される。これらのユ
ニットは、セルラネットワークによって使用される無線テクノロジ（例えば、ＬＴＥ）に
従って処理を実行する。コントローラ／プロセッサ１１３０は、ＵＥ１１０内の様々なユ
ニットの動作を指示する。コントローラ／プロセッサ１１３０は、図１０のプロセス１０
００及び／又は本明細書で説明された手法のための他のプロセスを更に実行及び指示する
。メモリ１１３２はＵＥ１１０のためのプログラムコード及びデータを格納する。
【００７１】
　基地局１２０において、送信機／受信機１１３８は、ＵＥ１１０及び他のＵＥとの無線
通信をサポートする。コントローラ／プロセッサ１１４０は、ＵＥと通信するための様々
な機能を実行する。アップリンクでは、ＵＥ１１０からのアップリンク信号が受信機１１
３８によって受信及び調整され、コントローラ／プロセッサ１１４０によって更に処理さ
れ、ＵＥによって送られるトラフィックデータ及びシグナリングを回復する。ダウンリン
クでは、トラフィックデータ及びシグナリングがコントローラ／プロセッサ１１４０によ
って処理され、送信機１１３８によって調整され、ダウンリンク信号を生成する。ダウン
リンク信号はＵＥ１１０及び他のＵＥへ送信される。コントローラ／プロセッサ１１４０
は、図６のプロセス６００、図８のプロセス８００、及び／又は本明細書で説明される手
法のための他のプロセスを更に実行、指示、又は参加する。メモリ１１４２は、基地局１
２０のためのプログラムコード及びデータを格納する。通信（Ｃｏｍｍ）ユニット１１４
４は、ＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ１４０及び／又は他のネットワークエンティティとの
通信をサポートする。
【００７２】
　基地局１３０において、送信機／受信機１１４８はＵＥ１１０及び他のＵＥとの無線通
信をサポートする。コントローラ／プロセッサ１１５０はＵＥと通信するための様々な機
能を実行する。コントローラ／プロセッサ１１５０は、図７のプロセス７００、図９のプ
ロセス９００、及び／又は本明細書で説明される手法のための他のプロセスで実行、指揮
、又は参加する。メモリ１１５２は基地局１３０のためのプログラムコード及びデータを
格納する。通信ユニット１１５４はＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ１４０及び／又は他のネ
ットワークエンティティとの通信をサポートする。
【００７３】
　ＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ１４０において、コントローラ／プロセッサ１１６０はＵ
Ｅのための通信サービスをサポートする様々な機能を実行する。メモリ１１６２はＭＭＥ
／ＳＡＥゲートウェイ１４０のためのプログラムコード及びデータを格納する。通信ユニ
ット１１６４は基地局及び他のネットワークエンティティとの通信をサポートする。
【００７４】
　当業者は、情報及び信号が多様な技術及び手法を使用して表現されることを理解するで
あろう。例えば、これまでの説明を通して参照されたデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、電流、電磁波、磁場又は磁性粒子、光場又
は光粒子、又はこれらの組み合わせによって表現され得る。
【００７５】
　当業者は、本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、及びアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェ
ア、又はこれらの組み合わせとして実現され得ることを更に了解するであろう。ハードウ
ェア及びソフトウェアのこの互換性を明瞭に示すため、様々な例示的なコンポーネント、
ブロック、モジュール、回路、及びステップは、一般的にこれらの機能性の見地から説明
された。そのような機能性がハードウェアとして実現されるか、ソフトウェアとして実現
されるかは、具体的な用途及びシステム全体に課される設計制約に依存する。当業者は、
各々の具体的用途のために、説明された機能性を様々な方途で実現することができるが、
そのような実現の判断は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解釈されてはならない
。
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【００７６】
　本明細書の開示と関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、及び
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル・ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、又は他のプログラ
ム可能論理デバイス、離散的ゲート又はトランジスタ論理、離散的ハードウェアコンポー
ネント、又は本明細書で説明される機能を実行するように設計されたこれらの組み合わせ
を用いて実現又は実行される。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであってもよいが、
代替としてプロセッサは従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、又は
状態機械であってもよい。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組み合わせ、例
えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ
コアと結合した１つ又は複数のマイクロプロセッサ、又は他のそのような構成として実現
されてもよい。
【００７７】
　本明細書の開示と関連して説明された方法又はアルゴリズムのステップは、ハードウェ
アで直接具現化されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで具現
化されるか、これら２つの組み合わせで具現化される。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、
レジスタ、ハードディスク、取り外し可能ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、又は当技術分野で知
られている記憶媒体の他の形態内に存在してもよい。例示的な記憶媒体はプロセッサへ結
合され、プロセッサは記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体へ情報を書き込むことがで
きる。代替として、記憶媒体はプロセッサと一体化される。プロセッサ及び記憶媒体はＡ
ＳＩＣ内に存在してもよい。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在してもよい。代替として、
プロセッサ及び記憶媒体はユーザ端末内で離散的コンポーネントとして存在する。
【００７８】
　１つ又は複数の例示的設計において、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、又はこれらの組み合わせで実現される。ソフトウェアで実現される場
合、機能はコンピュータ読み取り可能媒体上の１つ又は複数の命令又はコードとして格納
されるか伝送される。コンピュータ読み取り可能媒体は、コンピュータ記憶媒体及び通信
媒体の双方を含む。通信媒体は、１つの場所から他の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む。記憶媒体は、汎用又は特殊用途コンピュータによっ
てアクセスされ得る任意の利用可能な媒体である。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ読み取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、又は他
の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、又は他の磁気記憶デバイス、又は任意の
他の媒体を備える。前記任意の他の媒体は、命令又はデータ構造の形式で所望のプログラ
ムコード手段を搬送又は格納するために使用され、汎用又は特殊目的コンピュータ、又は
汎用又は特殊用途プロセッサによってアクセスされる。更に、接続は、適宜コンピュータ
読み取り可能媒体と呼ばれる。例えば、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストぺ
あ、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、又は無線テクノロジ、例えば、赤外線、無線、及びマ
イクロ波を使用して、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ、又は他の遠隔のソースから
伝送される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、対撚り線、ＤＳＬ、又は無線テク
ノロジ、例えば、赤外線、無線、及びマイクロ波は媒体の定義の中に含まれる。本明細書
で使用されるときのｄｉｓｋ及びｄｉｓｃは、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディ
スク、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディス
ク、及びブルーレイディスクを含む。ここでｄｉｓｋは、通常、データを磁気的に再生し
、ｄｉｓｃはレーザを用いてデータを光学的に再生する。上記の組み合わせもコンピュー
タ読み取り可能媒体の範囲に含められるべきである。
【００７９】
　本開示のこれまでの説明は、当業者が本開示を作製又は使用することを可能にするよう
に提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかであろう。本明細
書で定義される一般的原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形へ応用される
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。故に、本開示は、本明細書で説明された例及び設計への限定を意図されず、本明細書で
開示される原理及び新規な特徴と矛盾しない最も広い範囲を与えられるべきである。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月6日(2013.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基
地局から第２の基地局へ送ることであって、前記少なくとも１つのＵＥは、前記第１及び
第２の基地局の双方の無線有効範囲内にあることと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記第２の基地局から受け取ることと
、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づいて前記第１の基地局につい
ての位置推定値を判定することと
　を備える方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　本開示のこれまでの説明は、当業者が本開示を作製又は使用することを可能にするよう
に提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかであろう。本明細
書で定義される一般的原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形へ応用される
。故に、本開示は、本明細書で説明された例及び設計への限定を意図されず、本明細書で
開示される原理及び新規な特徴と矛盾しない最も広い範囲を与えられるべきである。
　下記に出願時請求項１－２２に対応する記載を付記１－２２として表記する。
付記１
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基
地局から第２の基地局へ送ることであって、前記少なくとも１つのＵＥは、前記第１及び
第２の基地局の双方の無線有効範囲内にあることと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記第２の基地局から受け取ることと
、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づいて前記第１の基地局につい
ての位置推定値を判定することと
　を備える方法。
付記２
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
とと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基地
局についての前記位置推定値を取得することと
を備える、付記１に記載の方法。
付記３
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
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と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
とと、
　前記複数のＲＴＴ測定値及び前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することと
　を備える、付記１に記載の方法。
付記４
　前記少なくとも１つのＵＥは複数のＵＥを備え、前記位置情報は前記複数のＵＥについ
ての複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置推定値は、前記複数
のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、付記１に記載の方法。
付記５
　前記少なくとも１つのＵＥは単一のＵＥを備え、前記位置情報は、前記単一のＵＥにつ
いて異なる時間に取得された複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記
位置推定値は、前記単一のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、付
記１に記載の方法。
付記６
　前記第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備
え、前記第２の基地局は前記フェムトセルを包含するマクロセルのために無線有効範囲を
提供する、付記１に記載の方法。
付記７
　前記少なくとも１つのＵＥは、前記第１の基地局へのアクセスを許可されていないＵＥ
を備える、付記１に記載の方法。
付記８
　無線通信装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサを備え、前記プロセッサは、少なくとも１つのユーザ機器
（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基地局から第２の基地局へ送るよ
うに構成され、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効
範囲内にあり、前記プロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記
第２の基地局から受け取り、前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき
前記第１の基地局についての位置推定値を判定するように構成される、装置。
付記９
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置
推定値を前記位置情報から取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置
推定値を平均し、前記第１の基地局についての前記位置推定値を取得するように構成され
る、付記８に記載の装置。
付記１０
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復
時間（ＲＴＴ）測定値を取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値
を前記位置情報から取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定
値及び前記複数の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定
するように構成される、付記８に記載の装置。
付記１１
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する装置であって、
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基
地局から第２の基地局へ送る手段であって、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第
２の基地局の双方の無線有効範囲内にある、手段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記第２の基地局から受け取る手段と
、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき前記第１の基地局について
の位置推定値を判定する手段と
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　を備える装置。
付記１２
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段は、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する手
段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基地
局についての前記位置推定値を取得する手段と
を備える、付記１１に記載の装置。
付記１３
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段は、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得する手段
と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する手
段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段と
を備える、付記１１に記載の装置。
付記１４
　コンピュータ・プログラムプロダクトであって、
　コンピュータ読み取り可能媒体を備え、前記コンピュータ読み取り可能媒体は、
　少なくとも１つのコンピュータに、少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少
なくとも１つの位置要求を第１の基地局から第２の基地局へ送ることを実行させるコード
であって、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲
内にある、コードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報
を前記第２の基地局から受け取ることを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置
情報に基づき前記第１の基地局についての位置推定値を判定することを実行させるコード
と
　を備えるコンピュータ・プログラムプロダクト。
付記１５
　前記コンピュータ読み取り可能媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位
置推定値を前記位置情報から取得することを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数
の位置推定値を平均し、前記第１の基地局についての前記位置推定値を取得することを実
行させるコードと
　を更に備える、付記１４に記載のコンピュータ・プログラムプロダクト。
付記１６
　前記コンピュータ読み取り可能媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往
復時間（ＲＴＴ）測定値を取得することを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位
置推定値を前記位置情報から取得することを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数
のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置
推定値を判定することを実行させるコードと
　を更に備える、付記１４に記載のコンピュータ・プログラムプロダクト。
付記１７
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
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　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を受け取る
ことであって、前記少なくとも１つの位置要求は第１の基地局から第２の基地局へ送られ
、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内にある
ことと、
　前記少なくとも１つの位置要求に応答して前記少なくとも１つのＵＥについての位置情
報を取得することと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報を前記第２の基地局から前記第１の
基地局へ送ることであって、前記位置情報は、前記第１の基地局についての位置推定値を
判定するため前記第１の基地局によって使用されることと
　を備える方法。
付記１８
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局へ送ることと、
　前記第１の基地局についての位置推定値を前記第２の基地局から受け取ることであって
、前記位置推定値は、前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１
つのユーザ機器（ＵＥ）について取得された位置情報に基づいて判定されることと
　を備える方法。
付記１９
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取ることと、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得することと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定することと、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ることと
　を備える方法。
付記２０
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得すること
と、
前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基地局
についての前記位置推定値を取得することと
を備える、付記１９に記載の方法。
付記２１
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
とと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することと
を備える、付記１９に記載の方法。
付記２２
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を取得することは、
　少なくとも１つのＲＴＴ要求を前記第１の基地局へ送ることと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を前記第１の基地局から
受け取ることと
を備える、付記２１に記載の方法。
付記２３
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を取得することは、前記
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複数のＲＴＴ測定値を前記少なくとも１つのＵＥから受け取ることを備える、付記２１に
記載の方法。
付記２４
　前記少なくとも１つのＵＥのリストを前記第１の基地局から受け取ることを更に備える
、付記１９に記載の方法。
付記２５
　前記少なくとも１つのＵＥから受け取られた測定値レポートに基づいて前記少なくとも
１つのＵＥを特定すること
を更に備える、付記１９に記載の方法。
付記２６
　前記少なくとも１つのＵＥは複数のＵＥを備え、前記位置情報は前記複数のＵＥについ
ての複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置推定値は、前記複数
のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、付記１９に記載の方法。
付記２７
　前記少なくとも１つのＵＥは単一のＵＥを備え、前記位置情報は、単一のＵＥについて
異なる時間に取得された複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置
推定値は、前記単一のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、付記１
９に記載の方法。
付記２８
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報を取得すること及び前記第１の基地
局についての前記位置推定値を判定することは、前記第１の基地局についての前記位置要
求を受け取ることの前に実行され、前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ることは、前
記位置要求の受け取りに応答して実行される、付記１９に記載の方法。
付記２９
　前記第１の基地局を備える複数の基地局についての位置推定値のデータベースを保持す
ることと、
　前記複数の基地局の無線有効範囲内のＵＥについての位置推定値が利用可能になったと
き、前記複数の基地局についての前記位置推定値を更新することと
を更に備える、付記１９に記載の方法。
付記３０
　前記第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備
え、前記第２の基地局は、前記フェムトセルを包含するマクロセルのために無線有効範囲
を提供する、付記１９に記載の方法。
付記３１
　前記少なくとも１つのＵＥは、前記第１の基地局へのアクセスを許可されていないＵＥ
を備える、付記１９に記載の方法。
付記３２
　無線通信装置であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取り、前記第１及び第２の基地
局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての位置情報を
取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき前記第１の基地局に
ついての位置推定値を判定し、前記位置推定値を前記第１の基地局へ送るように構成され
る少なくとも１つのプロセッサを備える、装置。
付記３３
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置
推定値を前記位置情報から取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置
推定値を平均し、前記第１の基地局についての前記位置推定値を取得するように構成され
る、付記３２に記載の装置。
付記３４
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復
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時間（ＲＴＴ）測定値を取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値
を前記位置情報から取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定
値及び前記複数の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定
するように構成される、付記３２に記載の装置。
付記３５
　前記少なくとも１つのプロセッサは、少なくとも１つのＲＴＴ要求を前記第１の基地局
へ送り、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を前記第１の基地
局から受け取るように構成される、付記３４に記載の装置。
付記３６
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）についての位置要求を前記ＵＥで受け取ることであって、前記ＵＥ
は第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内にあることと、
　前記第２の基地局を用いて測位を実行して前記ＵＥについての位置推定値を取得するこ
とであって、前記ＵＥについての前記位置推定値は、前記第１の基地局についての位置推
定値を判定するために使用されることと
　を備える方法。
付記３７
　前記ＵＥについての前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ること
を更に備える、付記３６に記載の方法。
付記３８
　前記第１の基地局とシグナリングを交換して往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
、及び前記第１の基地局についての前記位置推定値は更に前記ＲＴＴ測定値に基づいて判
定されること
を更に備える、付記３６に記載の方法。
付記３９
　前記ＵＥについての第２の位置要求を後続の時間に受け取ることと、
　前記第２の位置要求に応答して前記第２の基地局を用いる測位を実行し、前記ＵＥにつ
いての第２の位置推定値を取得し、前記ＵＥについての前記第２の位置推定値は、前記第
１の基地局についての前記位置推定値を判定するために使用されることと
を更に備える、付記３６に記載の方法。
付記４０
　前記第１の基地局を前記ＵＥによって検出可能であるとして特定する測定値レポートを
前記第２の基地局へ送ること
を更に備える、付記３６に記載の方法。
付記４１
　無線通信装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）についての位置要求を前記ＵＥで受け取り、前記ＵＥは第１及び第
２の基地局の双方の無線有効範囲内にあり、前記第２の基地局を用いる測位を実行して前
記ＵＥについての位置推定値を取得し、前記ＵＥについての前記位置推定値は、前記第１
の基地局についての位置推定値を判定するために使用されるように構成される少なくとも
１つのプロセッサを備える、装置。
付記４２
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局とシグナリングを交換して往復
時間（ＲＴＴ）測定値を取得するように構成され、前記第１の基地局についての前記位置
推定値は更に前記ＲＴＴ測定値に基づいて判定される、付記４１に記載の装置。
付記４３
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局を前記ＵＥによって検出可能で
あるとして特定する測定値レポートを前記第２の基地局へ送るように構成される、付記４
１に記載の装置。
【手続補正書】
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【提出日】平成25年3月21日(2013.3.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基
地局から第２の基地局へ送ることと、ここにおいて、前記少なくとも１つのＵＥは前記第
１および第２の基地局の双方の無線有効範囲内にあり、前記第１の基地局は、特定のグル
ープのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記第１の基地局は、フェムトセルのために
無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前記第２の基地局は、前記フェムトセルを
含むマクロセルのために無線有効範囲を提供する、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記第２の基地局から受信することと
、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づいて前記第１の基地局につい
ての位置推定値を判定することと、
　を備え、
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　　前記少なくとも１つの複数の位置推定値を前記位置情報から取得することと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基
地局についての前記位置推定値を取得することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
とと、
　前記複数のＲＴＴ測定値及び前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのＵＥは複数のＵＥを備え、前記位置情報は前記複数のＵＥについ
ての複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置推定値は、前記複数
のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのＵＥは単一のＵＥを備え、前記位置情報は、前記単一のＵＥにつ
いて異なる時間に取得された複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記
位置推定値は、前記単一のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　無線通信装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサを備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の
基地局から第２の基地局へ送ること、ここにおいて、前記少なくとも１つのＵＥは前記第
１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内にある、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記第２の基地局から受け取ること
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、および
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき前記第１の基地局につい
ての位置推定値を判定することを前記装置に行われる命令を実行するように構成され、こ
こにおいて、前記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し
、前記第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備
え、前記第２の基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提
供し、前記少なくとも１つのＵＥは前記フェムトセルへのアクセスを許可されていないＵ
Ｅを備える、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する
こと、および、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前
記第１の基地局についての前記位置推定値を取得することを前記装置に行わせる命令を実
行するようにさらに構成されている、装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
と、および、前記複数のＲＴＴ測定値及び前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数
の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することを前記
装置に行わせる命令を実行するようにさらに構成される、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する装置であって、
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少なくとも１つの位置要求を第１の基
地局から第２の基地局へ送る手段と、ここにおいて、前記少なくとも１つのＵＥは前記第
１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内にあり、前記第１の基地局は、特定のグルー
プのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記第１の基地局は、フェムトセルのために無
線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前記第２の基地局は、前記フェムトセルを含
むマクロセルのために無線有効範囲を提供する、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報を前記第２の基地局から受け取る手段と
、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき前記第１の基地局について
の位置推定値を判定する手段と
　を備え、
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段は、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する
手段と、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基
地局についての前記位置推定値を取得する手段と
を備える装置。
【請求項８】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段は、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得する手段
と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する手
段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段と
を備える、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　コンピュータ・プログラムプロダクトであって、
　非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体を備え、前記非一時的なコンピュータ読み取
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り可能媒体は、
　少なくとも１つのコンピュータに、少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての少
なくとも１つの位置要求を第１の基地局から第２の基地局へ送ることを実行させるコード
と、ここにおいて、前記少なくとも１つのＵＥは前記第１及び第２の基地局の双方の無線
有効範囲内にあり、前記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを
提供し、前記第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地
局を備え、前記第２の基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範
囲を提供する、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報
を前記第２の基地局から受け取ることを実行させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置
情報に基づき前記第１の基地局についての位置推定値を判定することを実行させるコード
と
　を備え、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記第１の基地局についての位置推定値を判定
することを実行させるコードは、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の
位置推定値を前記位置情報から取得させるコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複
数の位置推定値を平均し、前記第１の基地局についての前記位置推定値を取得させるコー
ドと
を備えるコンピュータ・プログラムプロダクト。
【請求項１０】
　前記コンピュータ読み取り可能媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往
復時間（ＲＴＴ）測定値を取得させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位
置推定値を前記位置情報から取得させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数
のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置
推定値を判定させるコードと
　をさらに備える、請求項９に記載のコンピュータ・プログラムプロダクト。
【請求項１１】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取ることと、ここにおいて、前
記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記第１の基
地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前記第２の
基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提供する、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得することと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定することと、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ることと
　を備え、
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する
ことと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基
地局についての前記位置推定値を取得することと
を備える方法。
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【請求項１２】
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得するこ
とと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推定
値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することと
を備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取ることと、ここにおいて、前
記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記第１の基
地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前記第２の
基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提供する、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得することと、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定することと、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ることと
　を備え、
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することは、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得するこ
とと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する
ことと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推
定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することと
を備え、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得すること
は、
　　少なくとも１つのＲＴＴ要求を前記第１の基地局へ送ることと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を前記第１の基地局か
ら受け取ることと
を備える方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数のＲＴＴ測定値を取得することは、前記少な
くとも１つのＵＥから前記複数のＲＴＴ測定値を受け取ることを備える、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのＵＥを含むＵＥのリストを受け取ることをさらに備える、請求項
１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのＵＥから受け取られた測定値レポートに基づいて前記少なくとも
１つのＵＥを特定することをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのＵＥは複数のＵＥを備え、前記位置情報は前記複数のＵＥについ
ての複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置推定値は、前記複数
のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】



(37) JP 2013-138459 A 2013.7.11

　前記少なくとも１つのＵＥは単一のＵＥを備え、前記位置情報は、単一のＵＥについて
異なる時間に取得された複数の位置推定値を備え、前記第１の基地局についての前記位置
推定値は、前記単一のＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき判定される、請求項
１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報を取得すること及び前記第１の基地
局についての前記位置推定値を判定することは、前記第１の基地局についての前記位置要
求を受け取ることの前に実行され、前記位置推定値を前記第１の基地局へ送ることは、前
記位置要求の受け取りに応答して実行される、請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１の基地局を備える複数の基地局についての位置推定値のデータベースを保持す
ることと、
　前記複数の基地局の無線有効範囲内のＵＥについての位置推定値が利用可能になったと
き、前記複数の基地局についての前記位置推定値を更新することと
をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項２１】
　無線通信装置であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取る、前記第１及び第２の基地
局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）についての位置情報を
取得する、前記少なくとも１つのＵＥについての前記位置情報に基づき前記第１の基地局
についての位置推定値を判定する、前記位置推定値を前記第１の基地局へ送るように前記
装置にさせる命令を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、ここにお
いて、前記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記
第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前
記第２の基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提供し、
前記少なくとも１つのＵＥは前記フェムトセルへのアクセスを許可されていないＵＥを備
える、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つの複数の位置
推定値を前記位置情報から取得し、そして、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複
数の位置推定値を平均し、前記第１の基地局についての前記位置推定値を取得することに
よって前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定するように前記装置にさせる命
令を実行するように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合され、前記命令を記憶するメモリと、
　を備える装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復
時間（ＲＴＴ）測定値を取得し、前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値
を前記位置情報から取得し、そして、前記複数のＲＴＴ測定値及び前記少なくとも１つの
ＵＥについての前記複数の位置推定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定
値を判定するように前記装置にさせる命令を実行するようにさらに構成される、請求項２
１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１の基地局に少なくとも１つのＲＴＴ要求を送り、そして、前記少なくとも１つ
のＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定を前記第１の基地局から受け取るように前記装置
にさせる命令を実行するように更に構成される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのＵＥは、測位のために有効な下位レベルシグナリングを前記第１
の基地局と交換する能力を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する方法であって、
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　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取る手段と、ここにおいて、前
記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記第１の基
地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前記第２の
基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提供する、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得する手段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定する手段と、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送る手段と
　を備え、
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定する手段は、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得し、
そして、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基
地局についての前記位置推定値を取得するように構成される装置。
【請求項２６】
　コンピュータ・プログラムプロダクトであって、
　非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体を備え、前記非一時的なコンピュータ読み取
り可能媒体は、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取るためのコードと、ここにお
いて、前記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記
第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前
記第２の基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提供する
、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得するためのコード、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定するためのコードと、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送るためのコードと
　を備え、
　前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定するためのコードは、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する
ためのコードと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数の位置推定値を平均し、前記第１の基
地局についての前記位置推定値を取得するためのコードと
を備えるコンピュータ・プログラムプロダクト。
【請求項２７】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する装置であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取る手段と、ここにおいて、前
記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記第１の基
地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前記第２の
基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提供する、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得する手段と、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定する手段と、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送る手段と
　を備え、
　前記第１の基地局についての位置推定値を判定する手段は、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得し、
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　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得し、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推
定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定するように構成され、
　前記決定する手段は、
　　少なくとも１つのＲＴＴ要求を前記第１の基地局へ送ることと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を前記第１の基地局か
ら受け取ることとによって、前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定
値を取得するように構成される装置。
【請求項２８】
　コンピュータ・プログラムプロダクトであって、
　非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体を備え、前記非一時的なコンピュータ読み取
り可能媒体は、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取るためのコードと、ここにお
いて、前記第１の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記
第１の基地局は、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前
記第２の基地局は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提供する
、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得するためのコード、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定するためのコードと、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送るためのコードと
　を備え、
　前記第１の基地局についての位置推定値を判定するためのコードは、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得するた
めのコードと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得する
ためのコードと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推
定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定するためのコードと
を備え、
　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得するため
のコードは、
　　少なくとも１つのＲＴＴ要求を前記第１の基地局へ送るためのコードと、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を前記第１の基地局か
ら受け取るためのコードと
を備えるコンピュータ・プログラムプロダクト。
【請求項２９】
　セルラ通信ネットワークにおいて測位を実行する装置であって、
　第１の基地局についての位置要求を第２の基地局で受け取り、ここにおいて、前記第１
の基地局は、特定のグループのＵＥに制限されたアクセスを提供し、前記第１の基地局は
、フェムトセルのために無線有効範囲を提供するホーム基地局を備え、前記第２の基地局
は、前記フェムトセルを含むマクロセルのために無線有効範囲を提供する、
　前記第１及び第２の基地局の双方の無線有効範囲内の少なくとも１つのユーザ機器（Ｕ
Ｅ）についての位置情報を取得し、
　前記少なくとも１つのＵＥについての位置情報に基づいて前記第１の基地局についての
位置推定値を判定し、そして、
　前記位置推定値を前記第１の基地局へ送るように前記装置にさせる命令を実行するよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
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　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の往復時間（ＲＴＴ）測定値を取得し、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての複数の位置推定値を前記位置情報から取得し、
そして、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値及び前記複数の位置推
定値に基づき前記第１の基地局についての前記位置推定値を判定することによって前記第
１の基地局についての前記位置推定値を判定するように前記装置にさせる命令を実行する
ようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　少なくとも１つのＲＴＴ要求を前記第１の基地局へ送り、そして、
　　前記少なくとも１つのＵＥについての前記複数のＲＴＴ測定値を前記第１の基地局か
ら受け取ることによって前記少なくとも１つのＵＥについての前記ＲＴＴ測定値を取得す
るように前記装置にさせる命令を実行するように構成される、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合され、前記命令を記憶するメモリと
を備える装置。
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